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学童期ダウン症者の肥満と生活習慣
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　ダウン症候群患者（以下，ダウン症者と略）の学童期の肥満と食習慣，運動習慣を保護者への

アンケートにより調査した。学童期ダウン症者の肥満の出現頻度は34.3％で一般平均7.5％より

高かった。小学校入学時（7歳）と卒業時（12歳）において，肥満度120以上を肥満群，120未満

を非肥満群とし，生下時からの成長および食習慣・運動習慣の後ろ向き調査を行った。 12歳時肥

満群（n＝36）では7歳ごろから肥満度が高くなりはじめ，8歳で平均が120を越えていた。また，

7歳時肥満群，非肥満群ともに12歳時点で各々8割近くが元の群に留まっており，tracking現象

がみられた。肥満群では，幼児期の食習慣で「おやつやジュースが多い」などが目立った。就学

後の食習慣は2群で差を認めなかった。運動習慣では「屋内外で活発に遊ぶ」習慣はむしろ肥満

群に多いという傾向があった。
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